
実践事例と分析 

【実践事例「赤とんぼ」実施学年１学年】  

１ 単元構成と学習課題（本時５時間／全５時間） 

時間 学習課題 学習内容 

１ 

 

「赤とんぼ」ってどんな歌？ 

歌詞や楽曲の背景からどんな気持ちが表現されている

かについて語り合い、「赤とんぼ」という楽曲をどんな気

持ちで歌いたいか考える。 

２ 

 

思いが伝わる歌の条件とは？ 

 

強弱や速度など音楽を形づくっている要素に着目し、

どうしたら表現したい気持ちを歌で伝えることができる

か考える。 

３ 

（本時） 

４ 

どんな声で歌うと「赤とんぼ」の

詩に込められた作者の思いを表

現できるだろう？ 

声の響き方や発音の仕方を工夫し、表現したい思いが

伝わる歌い方を探す。 

５ 

「赤とんぼ」の１番から４番は、

全て同じ歌い方でよいのだろう

か？ 

楽曲全体のイメージだけでなく、歌詞の内容に合わせ

て歌い方の工夫を考えて「赤とんぼ」を歌う。 

２ 本単元の「ものがたり」の授業構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 分析 

（１）題材に対する「ものがたり」の変容について 

① 自己と題材に対する変容の割合 

単元後の記述をＡ～Ｄに分類し、自己と題材に対する

「ものがたり」が変容した生徒の割合を数量的に分析し

た。右図は、その結果である。 

Ａ～Ｄの基準（Ａにいくほど自己に引き付けている） 

Ａ：題材と自己の変容が見られ、「歌を歌うこと」について自分

の言葉で意味づけ・価値づけしている（歌い方や音色を工夫

することに対する価値を実感している） 

Ｂ：題材と自己の変容が見られ、「歌を歌うこと」について自分

の言葉で意味づけ・価値づけしている（ただし、楽曲の背景

を理解することに対する価値の実感に留まっている） 

Ｃ：題材の変容が見られるが知った、分かったにとどまっている 

Ｄ：題材の変容が見られるが弱い（もしくは見られない） 

 

 

 ② その具体 
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生徒の「ものがたり」の分析結果

（N＝１０４）

A B C D

Ａ：題材と自己の変容が見られ、「歌を歌うこと」

について自分の言葉で意味づけ・価値づけしてい

る（歌い方や音色を工夫することに対する価値を

実感している） 

Ｄ：題材の変容が見られるが弱い（もしくは見ら

れない） 



（２）単元における生徒の実際 

 ① 分析の視点 

［視点１］楽曲の背景をもとに、自分なりに「こう歌いたい」と思いをもつことができているか 

 ［視点２］声の響きや発音の違いによって音色が変化することを実感しているか 

 ② 分析の対象 

 抽出生徒Ａ（S 女）：「赤とんぼ」を知っている。あまり歌ったことはない。なつかしく落ち着いた雰囲気の曲

だなと感じている。 

  抽出生徒Ｂ（A女）： 「赤とんぼ」を知っている。歌ったことはない。おだやかで落ち着いた曲だなと感じてい

る。 

【楽曲の背景を学習した後の記述】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 Aは、作詞者の

当時の気持ちにより

そって、「悲しさ」

や「さみしさ」を語

っている。単に「悲

しい」、「さみしい」

という言葉だけでな

く、「どんな時？」

「どんな状況？」と

具体的なイメージが

ふくらんでいる。 

生徒 Bは、楽曲の背景を理解することはできているが、「孤独」や「さみし

い」など抽象的な言葉のみでの表現に留まっている。 

生徒 Aは、楽曲の背

景から読み取ったこ

とや感じたことをも

とに、自分なりにど

う表現したいかを考

えている。 

生徒 Bは、楽曲の背景から読み取ったことに対して、自分なりのメッセー

ジを込めてどう表現したいかを考えている。 

生徒 Aは、楽曲の背

景を詳しく知ること

で、「赤とんぼ」と

いう曲で表現される

気持ちを捉え直して

いる。 

生徒 Bは、楽曲の捉え方は変わっているが、「有名な曲」から「悲しい部分

もある曲」というように変容している対象が一致していない。 



【声の響き方や発音の仕方について考えた授業後の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２番や３番をどのように歌いたいかについて考えた授業の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察【成果（○）と課題（●）】 

○ ［視点１］において、楽曲の背景を深く理解することは有効であると感じた。教科書に載っている情報

（楽譜、歌詞、楽曲の大まかな説明）だけでは、題材曲をどのように表現したいかといった、自分なりの

思いを明確にもたせることは難しい。 

○ ［視点２］において、母音の違いで聞こえ方の印象がガラッと変わることに驚き、興味をもてた生徒が

多く母音や子音を用いて示すことは音色について考えさせることに対して有効であった。 

● ［視点１］において、本単元では歌詞や作詞者に着目した活動に留まってしまい音楽科の学習として不

十分であったことが反省点である。音楽がどのように構成されているか、作曲者の意図やその場に鳴り響

く音を頼りに、自分なりの思いや意図をもつことができるアプローチも考えていく必要がある。 

● ［視点２］において、聞こえてくる音を頼りに音色の違いによる雰囲気の変化を感じることができてい

る生徒は多くいたが、自分の声を使って試行錯誤することに至らなかった生徒も多くいたため、歌い方や

音色を工夫することに対する価値を実感することに関してはあまり成果を出せなかった。 

● 歌唱表現を工夫する際に、強弱や音の高さだけでなく音色を工夫することで自分なりの思いを表現する

ことにつながることに気づくことができたが、実際に試行錯誤する場面や納得のいく歌唱表現ができたと

いう達成感は十分でなかったため今後の課題である。 

 

生徒 Aは、母音や子

音の違いによる声の

音色の変化を実感し

ており、今まで考え

たことのなかった声

の出し方や歌い方に

ついての自分の体の

使い方などにも注目

して考えている。 生徒 Bは、母音や子音の違いで雰囲気が変わることは実感しているが、自

分が出す声の音色に注目しているわけではなく、抽象的な気づきに留まっ

ている。 

生徒 Aは、頭で考え

るだけでなく、自分

の思いを表現する時

の難しさを感じてい

る。自分なりの思い

をもって歌唱表現を

試行錯誤しているこ

とが分かる。 生徒 Bは、楽曲についての理解が深まったことが語られており、自分なり

の思いを歌唱表現で表すために、声の響きや発音の仕方など音色を試行錯

誤している様子は見られない。 


